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 事業概要

ビーム推進機ノズル内部で生ずる放電現象及び衝撃波伝搬を数値的に再現し,ビーム推進機の推進性
能を改善する． 

JSS2 利用の理由

ビーム推進機ノズル内部での多次元的な放電現象及び衝撃波伝搬を数値的に解く場合,計算コストが
増大し,研究室内での計算機を用いた研究が困難となる為． 

 今年度の成果

外部磁場をノズル内部へと印加した場合の多次元的電離構造を数値的に再現する事が出来,分極ドリ
フトによって非対称な電離構造が形成される事を世界で初めて見出した．また,ノズル前縁にバタフラ
イ弁を装着するオープンフロントアプローチと呼ばれる手法を世界で初めて提案し,ノズル内部を伝
搬する膨張波を排除する事でビーム推進機の推進性能及び吸気性能を改善した．
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 JSS2 利用状況 

 計算情報 
 

 

 利用量 

総資源に占める利用割合※1 (%)：0.11 
     
    内訳 

計算資源 
計算システム名 コア時間(コア・h) 資源の利用割合※2 (%) 

SORA-MA 869,058.46 0.12 
SORA-PP 0.00 0.00 
SORA-LM 0.00 0.00 
SORA-TPP 0.00 0.00 

 
ファイルシステム資源 

ファイルシステム名 ストレージ割当量(GiB) 資源の利用割合※2 (%) 
/home 476.84 0.33 
/data 9,765.63 0.18 
/ltmp 1,953.13 0.15 

 
アーカイバ資源 

アーカイバシステム名 利用量(TiB) 資源の利用割合※2 (%) 
J-SPACE 0.00 0.00 

 
※1 総資源に占める利用割合：3 つの資源(計算,ファイルシステム,アーカイバ)の利用割合の加重平均 
※2 資源の利用割合：対象資源一年間の総利用量に対する利用割合

プロセス並列手法 MPI 
スレッド並列手法 OpenMP 
プロセス並列数 2 - 100 
１ケースあたりの経過時間 50.00 時間 
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